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木曽川水系は、木曽川・長良川・揖斐川の3河川を幹川とし、山地では峡谷をなし、

それぞれ濃尾平野を南流し、我が国最大規模の海抜ゼロメートル地帯を貫き、伊
勢湾に注ぐ、流域面積9,100km2の我が国でも有数の大河川。 
木曽川は、その源を長野県木曽郡木祖村の鉢盛山（標高2,446m）に発し、木曽谷

として名高い渓谷を中山道に沿って南南西に下って岐阜県に入り、飛騨川などと
合流し、愛知県犬山市で濃尾平野に出て、南西に流下し、長良川と背割堤を挟み
併流南下し、伊勢湾に注いでいる流域面積5,275k㎡、幹川流路延長229kmの河
川。 



流域の区域分け 
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インプットデータ 

アメダスデータ 

この集中豪雨では、上流
域で大量の豪雨に見舞わ
れている。時間差を持って
下流に流れ込んでくるの
で、注意が必要。 

揖斐川の上流には、洪水
対策用として使える、徳山
ダム、横山ダムが設けられ
ている。この地域での豪雨
をどれだけ貯水できるかが
ポイント 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 



ダムの運用 洪水対策用 

ダムの運転状況 

ダムに、 

 何時、どのように 貯水するかは、その時の集中豪雨のしかた、そして、どこでの氾濫の可能性
をどのように抑制するかの判断による。ここではダムの有効貯水容量に達するまで、できるだけ
たくさんの量を貯水するように運転するものと仮定している。あくまでも、豪雨の仕方に注目して
ダムを運用すべきである。 



河口附近では、十分な川幅が確
保されている。土手の高さを考慮

する必要がある？ 

氾濫の可能性 河口 付近 



揖斐川、河口附近出の流量の経時変化 

ダムの運用 

海津橋付近での川の構造を
前提としている。 

ここでは、川幅が十分ある
が、ダムの運用をしないと
すると、流出能力が不足し、

氾濫の可能性がある。 
ダムに貯水しない時 



徳山ダムはカバーしている流域は
A Zone の半分、領域が狭く十分
な機能を果たしていない 

徳山ダム・横山ダムの運用 

横山ダムは A Zone  半分をカ
バーしている。100%貯水すると
満杯になるので、その時点から
放水する。 



各ダムを運用した時 

氾濫の可能性が
抑えられている。 

A Zone の降雨を貯水することに
より、氾濫の危険性がほとんど
解消されている。 



この付近は川幅と堤防の高さで、氾
濫の危険性はないか？ 

氾濫の可能性  大垣市揖斐大橋附近 

堤防の高さは4メートルとした
が、大丈夫か? 



各ダムを運用した時 

ダムの運用により氾濫の可能性は殆ど抑えられる。 

徳山ダムの有効貯水容量は非常に大きいが、降雨のカバーでき
る範囲が狭いのは残念である建設中であるが、これがうまく機能
してくれることを期待している。 

Total 



各ダムを運用の効果 

ダムに貯水し、見事に氾濫が抑制されるケース。ダムの役割の重要性が
良く理解できる。 



揖斐川には二つの洪水対策用のダムが設置されている。その配置を考える
と、降雨を受け入れる流域が限定され、貯水の機能が十分に果たされていな
いのではと言うことも懸念される。 
 

ダムの設置については、カバーできる範囲、すなわち、ダムに流入して来る
降雨の流域ができるだけ、広くなっていることが必要である。 

その点では、下流側のダムにより多くの有効貯水容量が確保されていること
がのぞましい。地理的な条件から、この機能を変えることはできないにしても、
こうしたダムの運用をどのようにすれば良いのかの検討を是非進めて頂きた
い。 
 

木曽川、長良川、そして、揖斐川は、極めて広い範囲での降雨の領域をそれ
ぞれが持っている。これらの領域での降雨のしかた（雨量と降雨の時間）は、
さまざまであるが、その状況により、これらの下流で、流水量を相互に調整す
ることも極めて重要であると思う。一つの河川での流量が多いときには、少な
い流域の河川が放水するなどの連絡通路ができて居れば、これは、洪水対
策として非常に有効になるのではないか。 
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